
特 集

市 議 会

今回は放課後子ども教室の活動ボラ
ンティアの皆さんにお集まりいただ
き、エピソードなどについてお話を
伺いました。

〈
子
ど
も
た
ち
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？
〉

■
し
ば
ら
く
休
ん
で
い
た
子
と
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た

ら
、
お
互
い
に
ハ
グ
を
し
て
ね
。
本
当
に
い
っ
ぱ
い

慕
っ
て
く
れ
る
の
が
う
れ
し
く
て
、
喜
ん
で
行
っ
て

い
ま
す　
■
子
ど
も
と
友
達
に
な
れ
る
ん
で
す
よ
。

そ
れ
が
う
れ
し
い
で
す
。
私
の
場
合
、
遊
ん
で
も

ら
っ
て
い
る
と
い
う
方
が
正
解
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け

れ
ど
も
ね　
■
去
年
の
成
人
式
に
、
１
年
生
か
ら
遊

ん
で
い
た
子
が
晴
れ
着
で
挨
拶
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。
ち
ょ
っ
と
泣
い
ち
ゃ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
う
い
う

つ
な
が
り
が
あ
り
が
た
い
な
と　
■
竹
馬
と
か
跳
び

箱
は
、
一
生
懸
命
や
る
子
は
、
飛
べ
な
い
子
が
１
日

で
飛
べ
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
。
そ
れ
を
見
る
の
が

楽
し
み
で
す
ね　
■
私
の
誕
生
日
に
折
り
紙
で
顔
を

折
っ
て
、
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
っ
て
。
慕
っ
て
く

れ
て
い
る
の
を
感
じ
て
う
れ
し
い
で
す

〈
大
変
な
こ
と
は
？
〉

■
教
育
の
経
験
が
な
い
か
ら
子
ど
も
同
士
が
喧
嘩
み

た
い
に
な
る
と
困
っ
て
し
ま
う　
■
体
力
が
も
う
き

つ
く
な
り
ま
し
た
。
膝
が
痛
い
け
ど
、
痛
い
の
を
忘

れ
て
行
っ
て
い
ま
す　
■
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
子

も
い
ま
す
。で
も
、そ
う
い
う
子
が
少
し
大
き
く
な
っ

て
、
お
祭
り
で
ソ
ー
ラ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
を
や
っ
て
い

て
ね
。
あ
の
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た　
■
３
、４
年

生
の
男
の
子
は
大
変
で
す
よ
、
暴
れ
る
し
。
で
も
高

学
年
、
中
学
生
に
な
る
と
す
っ
か
り
お
兄
ち
ゃ
ん
に

な
る
ん
で
す
。
子
ど
も
は
ど
ん
ど
ん
成
長
す
る
。
い

子
ど
も
と
友
達
に
な
れ
る
ん
で
す
よ
。

そ
れ
が
う
れ
し
い
で
す
。

参加者の自由で活発な発言を促す観点から、氏名等の掲載は控えています。

放課後子ども教室の
活動ボランティア

た
ず
ら
と
か
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
の
も
成
長
過
程

な
の
か
な

〈
皆
さ
ん
の
小
さ
い
こ
ろ
の
遊
び
は
？
〉

■
田
舎
な
も
の
で
、
自
然
が
相
手
で
し
た
ね
。
泳
い

だ
り
、
鳥
に
わ
な
を
か
け
た
り　
■
毎
日
の
よ
う
に

野
球
を
や
っ
た
り
、
走
っ
た
り
、
山
の
中
に
秘
密
基

地
を
作
っ
た
り
ね　
■
川
で
カ
ニ
を
取
っ
た
り
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
入
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
覚
え
た
り

ね　
■
川
遊
び
と
か
空
き
地
で
穴
を
掘
っ
た
り
山
を

作
っ
た
り
、
自
然
の
遊
び
で
夜
遅
く
ま
で
遊
ん
で
い

ま
し
た
ね　
■
男
の
子
と
一
緒
に
野
球
と
か
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
と
か
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
や
っ
た
り
、
基
地
を

作
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
お
て
ん
ば
だ
っ
た
の
で
、
男

の
子
に
負
け
な
い
よ
う
に
や
っ
て
い
た　
■
学
校
が

終
わ
る
と
田
植
え
と
か
の
家
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い

ま
し
た
ね
。
そ
う
い
う
子
も
結
構
い
ま
し
た
ね

〈
市
議
会
や
市
に
期
待
す
る
こ
と
は
？
〉

■
通
学
路
か
な
。
子
ど
も
、
自
転
車
、
バ
イ
ク
、
車

と
狭
い
道
で
す
ご
い
所
が
あ
る
の
で
、
朝
30
分
だ
け

で
も
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
に
な
ら
な
い
か
な　
■
ク
マ

は
ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
な　
■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
数
が
も
う
少
し
増
え
た
ら
な
。
毎
回
１
０
０
人
も

来
る
子
ど
も
を
見
る
に
は
ち
ょ
っ
と
少
な
い
か
な
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〈 

議
案
第
50
号 

〉　
あ
き
る
野
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

専
門
的
な
知
識
経
験
等
を
有
す
る
者
を
任
期
を
定
め
て
採
用
し
、
そ

の
専
門
性
等
に
応
じ
た
給
与
を
支
給
す
る
に
当
た
り
、
条
例
を
制
定

し
ま
す
。 任

期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
支
給

等
に
つ
い
て
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

全
て
の
議
案
等
の
内
容
と
結
果
は
、
あ
き
る
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

9
月
定
例
会
議	
会
議
期
間
31
日
間 

8
月
27
日
～
9
月
26
日

9
月
定
例
会
議

あ
き
る
野
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

議
案
審
議

こ
ん
な
質
問
・
意
見
が
出
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
分
野
の
人
材
を
採
用

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
人
材
の
採
用
が
可
能

な
の
か
。

現
時
点
で
は
、
市
の
危
機
管
理
関

係
の
職
務
を
担
う
こ
と
が
で
き
る

人
材
の
採
用
を
検
討
し
て
い
る
。

都
内
26
市
で
は
、
危
機
管
理
監
、

弁
護
士
、
Ｉ
Ｔ
関
係
の
専
門
職
、

広
報
の
専
門
職
を
任
用
し
て
お
り
、

自
治
体
の
規
模
や
実
態
に
よ
り
、

職
の
必
要
性
を
判
断
し
て
い
る
も

の
と
考
え
る
。

危
機
管
理
監
の
み
な
ら
ず
、
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
Ｄ
Ｘ
推
進
な

ど
、
そ
の
時
代
が
求
め
る
専
門
性

あ
る
職
員
を
採
用
す
る
上
で
、
有

効
だ
と
考
え
賛
成
す
る
。

意　
見

現
在
の
市
の
考
え
は
、
退
職
自
衛

官
の
採
用
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、

自
衛
官
の
再
就
職
先
の
た
め
の
制

度
と
言
わ
れ
か
ね
な
い
た
め
反
対

す
る
。

意　
見

小
・
中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化

を
求
め
る
陳
情
は
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

〈 

陳
情
第
6
―
7
号 

〉　�

あ
き
る
野
市
小
中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
を
求
め
る
陳
情

〈 

議
員
提
出
議
案
第
6
―
1
号 

〉　�

再
審
法（
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
）の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

〈 

議
員
提
出
議
案
第
6
―
2
号 

〉　�

選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
に
係
る
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
を
求
め
る
意
見
書

公
立
小
・
中
学
校
の
保
護
者
負
担
の
給
食
費
無
償
化
を
早
期
に
実
現
し
、

子
ど
も
た
ち
の
健
康
に
配
慮
し
、
地
産
地
消
の
食
材
を
使
い
給
食
の
質
の

向
上
を
求
め
る
陳
情
で
す
。
反
対
議
員
が
多
か
っ
た
た
め
、
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

有
罪
判
決
を
受
け
て
し
ま
っ
た
冤
罪
被
害
者
を
迅
速
に
救
済
す
る
た

め
、
再
審
法（
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
）の
改
正
を
国
に
求
め
る
も

の
で
す
。
議
員
全
員
が
賛
成
し
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

今
後
の
選
挙
の
適
正
な
実
施
に
資
す
る
た
め
、
早
期
に
選
挙
運
動
用

ポ
ス
タ
ー
に
係
る
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
を
国
に
求
め
る
も
の
で

す
。
議
員
全
員
が
賛
成
し
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

・
提
出
先　
衆
議
院
議
長　
参
議
院
議
長　
内
閣
総
理
大
臣　
法
務
大
臣

・
提
出
先　
衆
議
院
議
長　
参
議
院
議
長　
内
閣
総
理
大
臣　
総
務
大
臣

陳
情
審
査
時
に
は
、
市
が
学
校
給

食
費
無
償
化
の
方
針
を
決
定
し
て

い
た
の
で
、
願
意
が
達
成
さ
れ
る

た
め
、
反
対
し
ま
す
。

財
源
に
見
通
し
が
な
い
中
、
将
来

の
財
政
リ
ス
ク
を
背
負
う
の
は
今

の
子
ど
も
た
ち
。
求
め
る
べ
き
は

国
に
よ
る
無
償
化
。

一
般
質
問
、
市
長
要
望
で
実
現
を

強
く
訴
え
て
き
た
。
党
の
政
策
と

目
的
を
同
じ
く
す
る
こ
と
か
ら
、

賛
成
。

意　
見

意　
見

意　
見

再
審
法
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
を
提

出
し
ま
す
。

こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

今号では
この中から
4つを

9
月
定
例
会
議
の
議
案
は

　
市
長
提
出
議
案
…
28
件

　
陳
情
…
…
…
…
…
3
件

　
議
員
提
出
議
案
…
3
件

無
償
化
が
国
の
責
任
で
な
い
と
は

言
っ
て
い
な
い
。
議
会
の
考
え
を

示
す
こ
と
は
二
元
代
表
制
と
し
て

当
然
。

意　
見

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
を
求
め
る
意

見
書
を
提
出
し
ま
す
。
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皆さんが納めた税金がどのように使われたか――令和５年度の決算は、９月 18 日・19 日の２日間、
決算特別委員会で審査し、９月 26 日の本会議で、一般会計・特別会計の決算が認定され、公営企
業会計の決算が可決及び認定されました。決算特別委員会での質疑の内容の一部を紹介します。

税金の使い方について質問しました。
令和５年度決算をチェック

※　資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額（7 億 6,446 万 7,740 円）は、損益勘定留保資金等で補てんしました。

歳入（収入） 歳出（支出）
一般会計 349 億 3752 万 296 円 344 億 7734 万 9806 円

特別会計
国民健康保険 86 億 3175 万 872 円 85 億 1376 万 9854 円
後期高齢者医療 25 億 5897 万 1376 円 25 億 3709 万 193 円
介護保険 75 億 3698 万 7992 円 72 億 8752 万 1393 円
戸倉財産区 499 万 8853 円 337 万 2409 円
テレビ共同受信事業 3812 万 9829 円 3812 万 9829 円
秋多都市計画事業武蔵引田駅北口土地区画整理事業 10 億 9823 万 2535 円 10 億 2413 万 565 円
合計 548 億 659 万 1753 円 538 億 8136 万 4049 円

公営企業会計

下水道事業会計
収益的収支 19 億 4160 万 1204 円 19 億 1190 万 6653 円
資本的収支※ 13 億 1242 万 1928 円 20 億 7688 万 9668 円

令和５年度各会計決算状況

介護人材確保・定着・育成事業経費（民生費）
590万9745円

入門的研修（るのヘルパー
研修）について、令和５
年度の事務報告書では参
加者が７人となってい
る。これまでの受験者数
と研修後における事業所
とのマッチング状況は。
るのヘルパー研修は平成29年度から実施して
おり、令和２年度からは入門的研修兼るのヘ
ルパー研修に形を変え、これまで48人が研修
を修了している。研修後のマッチング状況の
詳細は把握していないが、研修最終日に実施
している就労相談会では、日を改めて事業所
に出向き詳細な説明を受ける参加者、その場
で就職の意向を示す参加者もいる。

小学校・中学校維持管理一括経費（施設管理）
（教育費）　小学校　１億3991万7726円、 
中学校　１億57万4060円

修繕費が年々増加してい
るが、令和５年度に増え
た要因は。
令和５年度は、小学校は
９月補正で680万円の増
額、12月 補 正 で730万
円の増額をしており、合
計1410万円の増額。主な要因は、エアコン
の故障、大雨による雨漏り、落雷による消防
設備等の故障のための修繕といったものが増
加の要因になっている。

秋川渓谷戸倉体験研修センター運営管理経費
（商工費）6694万5229円

外壁等改修工事におい
て、約９千万円の予算に
対し約６千万円もの不用
額が出た理由は。
アスベストの一部撤去を
含む改修工事を予定して
いたが、指定管理者の新四季創造㈱と協議し、
小さい子どもの利用や飲食を提供していること
などから、施設利用者に悪い印象を与える可能
性もあったため、令和７年度へ見送ることにし
た。
なぜ、減額補正をしなかったのか。
施設の外壁に新たな劣化が発見され、下地補
修の追加工事を行う必要が生じたことや、瀬
音の湯などの施設の緊急を要する工事に対応
するため。

庁舎維持管理経費（総務費）
１億7136万2450円

高熱水費の予算額5144
万2千円に対し、不用額
1472万2185円 と 大 き
な額だがその理由は。
主な理由は、電気料金。
火力電力に使う燃料の
価格変動を毎月の電気
料金に反映させる燃料費調整額が大幅に減額
されたことにより、電気使用料金が抑えられ
たため。
燃料費調整額の減少以外の理由は。
水の使用について、使用量及び使用料金も下
がり、雨水を貯留する貯水槽の有効活用がで
きた。また、本庁舎に設置のブラインドやロー
ルスクリーンの活用の周知徹底が電気使用量
の抑制の一助となっている。

道路橋梁の維持補修に要する経費（土木費）
5999万9500円

さくら通りの桜は植樹か
ら25年以上経つと思う
が、市はどのように管理
しているか。
令和４年度に管理計画を
作成し、樹木医等の有識
者により、それぞれの桜
の健康状態をＡからＥまでの評価を行い、維
持管理を行っている。令和６年度も現地調査
や調査結果を参考にした剪定作業等を予定し
ており、事故発生の未然防止に努めていく。

キャッシュレス決済ポイント還元事業経費
（商工費）7675万4564円

事業者と市民にはどの程
度の効果があったのか。
事業者においては、決済
額として約３億2184万
円の経済効果があった。
また、消費者においては、
約5573万円のポイント還元があった。その
他の効果として、事業者においては、市外か
ら新たな顧客の獲得やお店を知ってもらえる
機会になったことが挙げられる。
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定例会議最終日に、決算特別委員会で審査した結果をひはら委員長が報告し、令和５年度一般会計
決算の内容について、全会派が賛成又は反対の討論を行いました。討論の主な内容を掲載します。

このような理由で一般会計決算の内容に賛成・反対しました。
令和５年度決算をチェック

市税
116億4918万円
33.3％

都支出金
58億5829万円

16.8%

地方交付税
49億7062万円

14.2%

市債
6億7844万円

1.9%

地方消費税交付金
18億2621万円

5.2%

使用料及び手数料 4億3706万円 1.3%
法人事業税交付金
2億5200万円　0.7%

諸収入
5億8619万円

1.7%

繰越金
12億4381万円
3.6%

一般会計歳入
349億3752万円

一般会計歳出
344億7735万円

その他
9億7458万円
2.8%

民生費
169億6265万円
49.2%

総務費
33億6223万円

9.8%

教育費
33億8941万円

9.8%

土木費
24億6527万円

7.1%

公債費
22億519万円

6.4%

衛生費
36億672万円
10.5%

国庫支出金
64億6114万円
18.5%

消防費
11億5664万円

3.4%

商工費
5億5636万円

1.6%

農林水産業費
3億7714万円 1.1%

災害復旧費
1億1385万円
0.3%

議会費
2億8189万円
0.8%

※グラフや表が見やすいように、１万円未満を端数調整して表記しています。

個人市民税は横ばい。賃上
げはあったものの実質賃金
はマイナスで、多くの市民
の生活に余裕はなかった。
国の悪政が加速、市には悪
政から市民を守る防波堤の
役割が一層求められたが、
多くの問題について、市が
市民のために国や東京都に
物申す姿勢は不十分だった。
何より、武蔵五日市駅前施設の計画が他に例を見な
い強引なやり方で進められた。予算討論で、合意形
成を重視するとの約束を折りに触れ思い出すよう市
長に求めたが、図らずも心配が的中し、残念でなら
ない。市民の声を聞き、暮らしをしっかりと支え、
市民の安心と満足度を高めることにこそ力を入れる
べきだった。

日 本 共 産 党
あ き る 野 市 議 団

たばた議員

反 対

厳しい経済状況の中、物価
高騰対策や限られた財源を
効率的に配分し、各種施策
が着実に実行された点を高
く評価する。歳入では市税
収入が増加し、特に大規模
事業所の開設による固定資
産税の増収が顕著であっ
た。歳出では、物価高騰対策として住民税非課税世
帯への支援やエネルギー・食料品価格高騰支援給付
金の迅速な給付は、市民や事業者に大きな助けと
なった。公共交通の整備、子育て支援、防災対策等
の積極的取組を望む。今後も財政運営の改善を図り
つつ、人口減少対策や持続可能な社会の実現に向け
た取組を推進する必要がある。来年の市制 30 周年
記念事業には会派として積極的に協力し、共に盛り
上げていければと思う。

自 由 民 主 党
志 清 会

国松議員

賛 成

2023 年度の実質収支が例
年を下回る約 5 億 2 千万円
に押し下げられたのは、物
価高騰対策の給付金の財源
である国庫支出金が年度内
に間に合わなかったため。
国は、自治体に負担をかけ
る給付金支給ばかりではな
く、抜本的な経済の立て直
しと救済制度の拡充をすべき。決算に反対する主な
理由は 3 点。①市民参加の在り方と公平性に問題
のある五日市駅前拠点施設の整備に、設計委託料約
3,500 万円を支出したこと②戸倉しろやまテラス
の外壁改修でアスベスト撤去工事を見送り、約
1,300 万円を瀬音の湯の修繕に流用したこと③公
平性を欠く手法を用いた引田駅北口土地区画整理事
業に約 9,600 万円を、費用対効果に問題の残る公
共下水道事業に約 11 億 4 千万円を繰り出したこと。

く さ し ぎ

辻議員

歳入の根幹をなす市税は、
5 億 1,995 万 6,964 円 の
増。自主財源の確保につい
ては、努力していることを
評価。予算編成過程をでき
る限り市民と共有、説明責
任を果たす、そのためにも、
提案した多摩市が決算の資
料として住民や議会と共有している「事業カルテ」。
このような資料を是非今後取り入れて欲しい。予見
し難い歳出予算の不足に充てる予備費等は、通年議
会なので、補正予算での対応を願う。来年度予算編
成の更なる精度を期待する。執行率が僅かでも向上
したことは評価する。必要な超過勤務は超過勤務と
して対応し、予算が必要な場合は補正予算を。その
上で、次年度の人数や正規職員か会計年度任用職員
かなど、任命権を持つ市長の対応を、と思う。

明 る い 未 来 を
創 る 会

中村のりひと議員

賛 成

一般会計の市債残高は、前
年度比で約 20 億７千万円
減 少 し 基 金 残 高 は 約
３億８千万円増加。実質公
債費比率が 0. 5 ポイント、
将来負担比率が 8. 0 ポイン
ト減少する等、財政状況の
改善努力が伺える。歳入で
は、市税が前年度比で約
５億２千万円の増で大手企業の進出に伴う固定資産
税と都市計画税が主な要因。歳出では、住民税非課
税世帯や低所得の子育て世帯に対する給付事業、帯
状疱疹ワクチン接種事業、３歳児健診の視力の屈折
検査機器導入、若竹・増戸学童クラブの定員拡充、
自転車用ヘルメット購入費助成など、厳しい財政状
況ながら、多様な市民要望に向き合った施策展開が
図られた。市民生活の更なる向上に積極的に取組む
よう要望して、賛成討論とする。

公 明 党

大久保議員

賛 成

事業評価をする主体も市民
であるのが本来の形。その
仕組みづくり、公会計が果
たすべき役割、非会計情報
の重要性は、先にも述べて
きた。工夫できることがあ
れば、予算は、他の事業、
他の方のための何かにつな
がっていく。政策決定のプ
ロセスにおいてももちろん、市民が主役である必要
があったが、五日市駅前の施設建設は、そうではな
かった。世界では、未だに飢餓で亡くなる方が多く
いる。一方、大量に廃棄される食料など。足りない
のは、食料なのではなく、私たちの意識の方。意識
が及び、分かち合っていけたなら、諸問題は解決す
る。本市は厳しい財政状況。本当に財源が不足して
いることだけが問題なのか。同様のことが言えると、
強く感じる。

リ メ ン バ ー

しょうじ議員

反 対

反 対

11 ギカイの時間 ギカイの時間 10 



一
般
質
問

聞
い
て
み
た
い
な

　
　
　

こ
ん
な
こ
と

一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行

い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

一
般
質
問
の
全
て
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
市
議
会
」か
ら「
本
会
議
録
画
中
継
」を
検
索
す
る
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

質
問
議
員      

人   

質
問
項
目      

件

20

50

健
康
増
進
の
た
め
の
フ
レ
イ
ル

予
防
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

ア
イ
フ
レ
イ
ル
の
周
知
啓
発
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
が
、

い
か
が
か
。

ア
イ
フ
レ
イ
ル
啓
発
公
式
サ
イ

ト
の
ツ
ー
ル
等
の
活
用
方
法
な

ど
、
他
自
治
体
を
参
考
に
周
知

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
の
予
防

事
業
を
導
入
す
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
が
市
の
考
え
は
。

ア
プ
リ
等
を
活
用
し
予
防
事
業

を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
と
認
識
。
効
果
な
ど
に
つ
い

て
情
報
収
集
し
、
事
業
の
有
効

性
を
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実

施
事
業
の
内
容
と
実
績
は
。

誤ご

嚥え
ん
等
の
予
防
の
た
め
20
分
程

度
の
健
康
教
育
を
実
施
。
市
内

50
か
所
各
１
回
を
計
画
、
７
月

末
ま
で
に
６
か
所
62
人
が
参
加
。

フ
レ
イ
ル
予
防
に
接
す
る
機
会

が
少
な
い
市
民
へ
の
周
知
啓
発

が
課
題
と
考
え
る
。
相
談
等
も

含
め
取
組
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査
の

案
内
に
一
覧
を
同
封
し
事
業
利

用
を
推
奨
し
て
お
り
、
内
容
の

工
夫
は
可
能
。
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
市
役
所
の
保
健
師

に
よ
る
電
話
相
談
や
訪
問
相
談

に
つ
い
て
、
周
知
方
法
を
工
夫

し
て
い
く
。

他
に
認
知
症
の
人
に
寄
り
添
っ

た
地
域
社
会
の
構
築
、
ク
マ
対

策
を
含
む
獣
害
対
策
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て

原田ひろこ
（公明党）

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
を
受

け
、
６
月
定
例
会
議
に
お
い
て

も
上
水
道
の
耐
震
化
に
対
す
る

質
問
が
出
た
。
本
市
に
お
け
る

耐
震
化
は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、

飲
料
水
や
生
活
用
水
へ
の
備
え

は
重
要
と
考
え
る
。

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
を
教

訓
と
す
る
水
の
備
蓄
に
対
す
る

課
題
認
識
は
。

迅
速
か
つ
確
実
に
水
を
提
供
で

き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
市
民
自

ら
備
蓄
し
た
水
を
使
用
で
き
る

こ
と
が
重
要
と
な
り
、
こ
う
し

た
防
災
意
識
の
啓
発
手
段
も
大

き
な
課
題
で
あ
る
。

本
市
の
飲
料
水
及
び
生
活
用
水

へ
の
備
え
は
。

飲
料
水
に
つ
い
て
は
、
５
４
３

６
ℓ
を
備
蓄
。
ま
た
、
水
道
水

を
供
給
で
き
る
よ
う
、
指
定
避

難
所
に
応
急
給
水
栓
や
消
火
栓

か
ら
飲
料
水
を
供
給
で
き
る
資

器
材
を
準
備
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
東
京
都
が
市
内
６
か
所
に

給
水
拠
点
を
整
備
し
て
い
る
。

生
活
用
水
に
つ
い
て
は
、
無
償

で
井
戸
水
を
提
供
し
て
も
ら
う

災
害
時
協
力
拠
点
井
戸
を
活
用

で
き
る
よ
う
、
確
保
に
努
め
て

い
る
。

最
悪
の
場
合
、
災
害
時
に
秋
川

の
水
を
個
人
的
に
生
活
用
水
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

緊
急
時
に
は
、
生
活
用
水
と
し

て
取
水
す
る
こ
と
は
可
能
。

災
害
時
の
水
の
確
保
に
つ
い
て

国松まさき
（自民党志清会）

学
校
現
場
に
お
け
る
様
々
な
問

題
は
、
時
代
と
と
も
に
多
様
化

し
、
そ
の
対
応
も
一
律
で
は
済

ま
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
特

に
近
年
、
専
門
的
な
法
律
知
識

を
必
要
と
す
る
事
例
も
増
え
て

い
る
と
聞
い
て
お
り
、
そ
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
学

校
が
弁
護
士
と
契
約
を
結
ぶ
ス

ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
と
い
う
存
在

が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市

に
お
け
る
現
状
と
今
後
の
考
え
は
。

小
・
中
学
校
で
は
、
様
々
な
問

題
や
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
こ

と
が
あ
り
、
近
年
は
、
複
雑
か

つ
多
様
な
事
案
が
増
え
て
い
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
学
校
と
教
育

委
員
会
が
連
携
し
て
対
応
し
、

解
決
に
当
た
っ
て
お
り
、
弁
護

士
に
対
応
を
依
頼
す
る
事
案
は

発
生
し
て
い
な
い
。
発
生
し
た

場
合
は
、
学
校
が
市
の
顧
問
弁

護
士
や
東
京
都
教
育
相
談
セ
ン

タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ス

タ
ッ
フ
等
に
相
談
す
る
こ
と
は

可
能
。
現
時
点
で
は
、
ス
ク
ー

ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
導
入
を
検
討
す

る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
が
、

今
後
、
弁
護
士
に
対
応
を
依
頼

す
る
よ
う
な
困
難
な
事
案
が
複

数
発
生
し
た
場
合
な
ど
に
は
、

改
め
て
導
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

他
に
本
市
に
お
け
る
特
定
犬
種

の
飼
育
、
大
規
模
災
害
時
の
医

療
救
護
所
設
置
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
運
用
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
に
つ
い
て

よしざわゆたか
（自民党志清会）
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武
蔵
引
田
駅
北
口
土
地
区
画
整

理
事
業
の
今
年
度
の
進
捗
状
況
は
。

昨
年
度
末
時
点
で
の
執
行
率
は
、

総
事
業
費
の
78
・
6
％
。
今
年

度
か
ら
２
か
年
度
に
わ
た
り
、

駅
前
広
場
、
都
市
計
画
道
路
２

路
線
等
の
整
備
を
進
め
、
８
月

か
ら
北
側
に
仮
設
ロ
ー
タ
リ
ー

を
設
置
し
た
。
ま
た
、
未
同
意

の
地
権
者
に
は
誠
心
誠
意
話
合

い
に
努
め
て
い
る
。
さ
ら
に
地

域
住
民
か
ら
新
た
な
町
名
の
意

見
を
聞
く
第
１
回
会
議
を
開
催

し
た
。

事
業
地
内
保
留
地
の
売
り
払
い

状
況
は
。

62
区
画
中
33
区
画
は
販
売
済
。

今
年
度
は
10
月
に
８
区
画
、
１

月
に
13
区
画
を
新
た
に
販
売
予
定
。

秋
多
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

13
号
線
の
進
捗
状
況
は
。

Ｊ
Ｒ
五
日
市
線
の
北
側
区
間
は
、

来
年
度
末
の
整
備
完
了
に
向
け

て
進
め
て
い
る
。
南
側
区
間
は
、

昨
年
度
に
現
況
測
量
を
行
い
、

今
年
度
か
ら
は
道
路
の
線
形
や

既
設
道
路
と
の
接
続
方
法
な
ど

の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

秋
川
高
校
跡
地
の
産
業
系
土
地

利
用
に
向
け
た
現
状
は
。

産
業
系
企
業
の
誘
致
に
向
け
て

東
京
都
と
都
市
計
画
変
更
に
つ

い
て
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

武
蔵
引
田
駅
周
辺
の
都
市
基

盤
整
備
に
つ
い
て

堀江　武史
（自民党志清会）

令
和
６
年
４
月
か
ら
、
新
し
い

子
育
て
応
援
サ
イ
ト
と
ア
プ
リ

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
子
育

て
世
代
が
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
充

実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
子
育

て
支
援
の
情
報
が
得
や
す
く
な

る
取
組
は
、
今
後
も
重
要
な
施

策
と
考
え
る
。

新
た
な
サ
イ
ト
の
利
用
件
数
及

び
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
は
。

令
和
６
年
４
月
か
ら
７
月
ま
で

の
期
間
で
、
る
の
キ
ッ
ズ
ｗ
ｅ

ｂ
の
利
用
件
数
は
5
万
5
3
6

件
、
る
の
キ
ッ
ズ
ア
プ
リ
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
数
は
2
5
4
6
件
。

新
た
な
サ
イ
ト
及
び
ア
プ
リ
に

な
っ
て
、
特
に
良
く
な
っ
た
と

捉
え
て
い
る
こ
と
は
。

サ
イ
ト
で
は
目
的
の
ペ
ー
ジ
に

簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と

や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
表
示
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
プ
リ
で

は
携
帯
電
話
な
ど
か
ら
、
る
の

キ
ッ
ズ
ｗ
ｅ
ｂ
や
子
育
て
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
簡
単
に
閲
覧
す
る

こ
と
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を

プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
ア
プ
リ
利
用

者
に
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

新
た
な
サ
イ
ト
及
び
ア
プ
リ
の

利
用
を
促
進
し
て
い
く
た
め
の

今
後
の
取
組
は
。

子
育
て
世
代
が
集
ま
る
健
診
会

場
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
お

い
て
、
チ
ラ
シ
の
配
布
や
ポ
ス

タ
ー
掲
示
な
ど
の
取
組
を
進
め
る
。

子
育
て
世
代
へ
の
情
報
発
信

に
つ
い
て

窪島　成一
（自民党志清会）

寄
附
を
通
じ
て
地
域
を
元
気
に

す
る
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
が
多
く
あ
る
が
、
体
験
型
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
型
な
ど
の
返
礼

品
を
一
層
充
実
さ
せ
て
は
ど
う

か
と
考
え
る
。

本
市
の
現
状
は
。

従
来
の
特
産
品
等
に
よ
る
物
品

に
加
え
、
店
舗
で
利
用
で
き
る

電
子
ク
ー
ポ
ン
の
導
入
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
温
浴
施
設
の
入

場
券
を
は
じ
め
、
レ
ジ
ャ
ー
施

設
の
利
用
券
や
マ
ス
釣
場
の
入

漁
券
、
食
事
券
な
ど
が
あ
る
。

本
市
の
特
産
の
軍
道
紙
づ
く
り

体
験
、
小
宮
ふ
る
さ
と
自
然
体

験
教
室
、
養
沢
セ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｂ

Ｑ
・
川
遊
び
等
や
、
災
害
時
の

防
災
対
策
な
ど
適
用
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

軍
道
紙
づ
く
り
体
験
、
養
沢
セ

ン
タ
ー
の
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

野
良
坊
で
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
サ
ー
ビ
ス
、

体
験
型
防
災
講
習
に
つ
い
て
は
、

返
礼
品
と
し
て
導
入
で
き
る
よ

う
調
整
を
進
め
て
い
る
。

返
礼
品
の
更
な
る
充
実
に
向
け

て
、
今
後
の
目
標
は
。

寄
附
額
を
増
や
す
た
め
に
は
、

品
目
数
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

令
和
７
年
度
に
は
３
百
品
目
以

上
を
達
成
し
た
い
。
事
業
者
と

連
携
し
た
商
品
開
発
、
地
域
資

源
を
生
か
し
た
魅
力
的
な
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
し
た
い
。

他
に
視
覚
障
害
者
や
高
齢
者
な

ど
誰
に
で
も
優
し
い
情
報
の
ユ

ニ
ボ
イ
ス
の
活
用
、
長
期
休
み

の
児
童
・
生
徒
の
過
ご
し
方
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

体
験
型
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
型

の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

大久保　昌代
（公明党）

昨
年
11
月
に
発
生
し
た
米
軍
の

Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
の
墜
落
事

故
に
関
し
て
出
さ
れ
た
事
故
調

査
報
告
書
を
、
市
は
ど
う
受
け

止
め
て
い
る
の
か
。

市
が
要
請
活
動
で
求
め
た
事
故

の
経
緯
や
原
因
、
再
発
防
止
策

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
と
捉

え
て
い
る
。

原
因
と
な
っ
た
ギ
ア
の
破
断
が

な
ぜ
起
き
た
の
か
示
さ
れ
て
い

な
い
。
再
発
防
止
策
と
し
て
不

十
分
で
は
な
い
か
。

事
故
報
告
書
の
概
要
で
は
、
ギ

ア
の
破
断
な
ど
の
不
具
合
の
内

容
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
チ
ッ

プ
探
知
機
に
よ
る
予
防
点
検
と

維
持
整
備
の
頻
度
の
増
加
に
よ

り
不
具
合
の
予
兆
を
把
握
、
必

要
に
応
じ
て
部
品
の
交
換
を
す

る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
て
お
り
、

再
発
防
止
策
は
明
ら
か
に
さ
れ

た
と
認
識
し
て
い
る
。

点
検
と
必
要
な
対
処
を
す
る
の

は
当
た
り
前
の
こ
と
。
こ
の
程

度
の
報
告
で
納
得
も
安
心
も
で

き
な
い
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
市
上

空
の
飛
行
を
認
め
な
い
姿
勢
を

示
す
べ
き
で
は
。

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
市
民
生

活
と
市
民
の
生
命
と
財
産
の
保

護
と
い
う
観
点
か
ら
、
必
要
に

応
じ
た
要
請
行
動
を
行
う
。

他
に
公
共
交
通
と
市
民
生
活
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

く
ら
し
の
安
心
に
つ
い
て

たばたあずみ
（共産党）
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人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

少
子
化
の
流
れ
を
反
転
さ
せ
る

に
は
、
若
年
世
代
が
将
来
に
希

望
を
持
て
る
環
境
づ
く
り
こ
そ

急
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

近
年
の
人
口
動
態
及
び
そ
の
分

析
は
。

平
成
27
年
度
か
ら
減
少
傾
向
だ

が
、
本
年
４
月
１
日
現
在
、
生

産
年
齢
人
口
は
将
来
人
口
を
上

回
っ
て
い
る
。
収
入
の
安
定
や

出
産
を
機
に
、
本
市
に
住
宅
を

購
入
す
る
30
代
以
降
の
人
が
多
い
。

将
来
の
人
口
の
推
移
に
つ
い
て
、

近
隣
自
治
体
と
の
比
較
は
。

西
多
摩
８
市
町
村
の
合
計
で

24
・
18
％
減
少
。
本
市
単
独
の

数
値
は
16
・
04
％
で
、
人
口
減

少
が
比
較
的
緩
や
か
。
30
代
以

降
は
転
入
超
過
と
な
っ
て
い
る
。

若
者
世
代
へ
の
支
援
が
重
要
で

あ
り
、
住
宅
購
入
補
助
な
ど
、

住
宅
確
保
の
支
援
が
必
要
と
考

え
る
が
市
の
見
解
は
。

現
段
階
で
、
住
宅
確
保
に
関
す

る
補
助
等
を
行
う
予
定
は
な
い

が
、
移
住
相
談
者
に
寄
り
添
っ

た
対
応
を
す
る
中
で
、
住
宅
確

保
に
関
す
る
意
見
等
を
伺
う
。

移
住
・
定
住
を
積
極
的
に
進
め

て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
都
市
ガ

ス
の
普
及
促
進
に
も
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

市
街
地
整
備
等
の
進
捗
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
ガ
ス
事
業
者
と
調

整
を
図
り
、
普
及
促
進
に
向
け

た
取
組
等
の
検
討
に
努
め
る
。

他
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
、
不

登
校
等
の
生
徒
へ
の
成
績
評
価

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

増﨑　俊宏
（公明党）

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
課
題
は
、

教
育
関
係
者
、
広
く
一
般
家
庭

等
も
憂
慮
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
の
解
決
を
図
る
こ
と
は
教
育

の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
市
で

は
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
る

が
、現
在
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
内
不
登
校
児
童
・
生
徒
数
及

び
そ
の
推
移
は
。

小
学
生
は
令
和
元
年
度
は
44
人
、

令
和
５
年
度
は
１
３
９
人
、
中

学
生
は
令
和
元
年
度
１
０
９
人
、

令
和
５
年
度
１
７
９
人
と
増
加

傾
向
。

現
在
ま
で
の
取
組
状
況
は
。

主
に
３
つ
の
取
組
を
実
施
。
１

つ
目
は
、
教
育
相
談
所
、
せ
せ

ら
ぎ
教
室
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
指
導
室
で
、

連
絡
会
を
実
施
。
２
つ
目
は
、

空
き
教
室
等
を
活
用
し
、
校
内

カ
ラ
フ
ル
ル
ー
ム
を
設
置
。
３

つ
目
は
、
秋
多
中
学
校
内
に
不

登
校
対
応
校
内
分
教
室（
チ
ャ

レ
ン
ジ
ク
ラ
ス
る
の
Ｒ
）を
開
設
。

指
導
員
、
家
庭
へ
の
支
援
等
の

取
組
状
況
は
。

校
内
別
室
指
導
支
援
員
を
小
学

校
２
校
、
中
学
校
４
校
に
、
家

庭
と
子
ど
も
の
支
援
員
を
小
学

校
９
校
、
中
学
校
３
校
に
配
置
。

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
１
人
増
員
し
た
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
対
策

に
つ
い
て

ひはら　省吾
（自民党志清会）

市
内
の
事
業
所
で
人
手
不
足
が

一
番
の
課
題
で
あ
る
と
経
営
者

か
ら
よ
く
聴
く
。

近
年
の
市
内
の
事
業
所
数
は
。

平
成
28
年
で
は
２
３
４
９
事
業

所
、
令
和
３
年
で
は
２
１
９
１

事
業
所
と
な
っ
て
お
り
、
減
少

傾
向
に
あ
る
。

市
が
先
頭
に
立
っ
て
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
や

地
元
事
業
所
の
仕
事
を
直
接
見

る
職
場
見
学
会
の
機
会
を
定
期

的
作
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
い

か
が
か
。

市
内
事
業
所
に
限
定
し
て
実
施

で
き
る
か
、
可
能
性
を
含
め
て

今
後
検
討
し
て
い
く
。

高
校
生
等
の
新
卒
者
が
地
元
の

事
業
所
で
働
け
る
よ
う
、
更
に

推
し
進
め
て
は
。

地
域
の
雇
用
促
進
や
人
材
確
保

の
た
め
重
要
で
あ
る
。
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
取
組
は
、

商
工
会
等
と
情
報
共
有
を
図
り

な
が
ら
支
援
し
て
い
く
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て

事
業
所
の
求
人
募
集
や
関
係
機

関
の
問
い
合
わ
せ
を
掲
載
し
て
は
。

企
業
や
求
職
者
の
方
が
就
労
に

関
す
る
情
報
を
得
ら
れ
や
す
い

よ
う
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
活

用
し
更
な
る
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

他
に
消
防
団
の
状
況
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

市
内
事
業
所
の
人
材
確
保
に

つ
い
て

中村　一広
（自民党志清会）

最
近
の
獣
害
被
害
は
、
農
業
被

害
か
ら
生
活
被
害
に
変
化
し
て

い
る
と
言
わ
れ
、
市
民
の
間
で

も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

サ
ル
や
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ

カ
に
対
す
る
獣
害
報
告
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
ア
プ
リ
が
奥
多
摩
町
で
開
発

さ
れ
た
。
本
市
で
も
導
入
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

獣
害
対
策
を
更
に
推
進
す
る
に

は
、
ア
プ
リ
に
よ
る
目
撃
情
報

や
被
害
状
況
の
把
握
な
ど
が
広

域
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
効
果

的
で
あ
る
と
考
え
る
。
近
隣
自

治
体
や
東
京
都
に
意
見
を
聴
き

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

本
市
で
も
ク
マ
の
出
没
が
相
次

い
で
い
る
。
市
民
が
ク
マ
と
出

会
っ
た
場
合
に
取
る
べ
き
行
動

を
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
作
成
し
、

市
民
に
周
知
を
図
っ
て
は
。

パ
ソ
コ
ン
に
不
慣
れ
な
方
に
も

情
報
提
供
で
き
る
よ
う
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
目
撃
情
報

が
多
い
地
域
に
全
戸
配
布
す
る

な
ど
取
組
を
進
め
て
い
く
。

市
長
の
考
え
は
。

首
長
間
の
協
力
体
制
を
強
化
し
、

獣
害
と
い
う
共
通
の
課
題
を
持

つ
近
隣
自
治
体
と
の
連
携
に
つ

い
て
は
、
ア
プ
リ
の
導
入
を
は

じ
め
、
様
々
な
意
見
交
換
を
活

発
に
行
い
、
首
長
間
で
も
連
携

し
た
取
組
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

他
に
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
、
自
殺
対
策
推
進

計
画
、
親
子
連
れ
投
票
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

獣
害
対
策
に
つ
い
て

子籠　敏人
（自民党志清会）
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猛
暑
に
よ
り
昨
年
・
今
年
の
夏

休
み
、
４
つ
の
学
童
ク
ラ
ブ
で

は
外
遊
び
が
で
き
ず
、
６
つ
の

学
童
ク
ラ
ブ
で
も
平
均
６
～
８

回
し
か
外
遊
び
が
で
き
な
か
っ

た
一
方
、
学
校
体
育
館
は
夏
休

み
の
日
中
利
用
さ
れ
ず
に
空
い

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
全

学
童
ク
ラ
ブ
が
夏
休
み
毎
日
４

時
間
体
育
館
を
使
っ
た
場
合
の

冷
房
の
電
気
料
金
は
約
30
万
円

と
の
こ
と
。
そ
こ
で
、
来
年
か

ら
全
学
童
ク
ラ
ブ
で
学
校
体
育

館
を
利
用
で
き
る
体
制
を
整
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

こ
れ
ま
で
利
用
実
績
の
あ
る
学

童
ク
ラ
ブ
の
利
用
状
況
等
を
参

考
に
、
現
在
、
体
制
の
構
築
に

向
け
て
、
現
状
把
握
な
ど
の
取

組
を
進
め
て
い
る
。

児
童
館
と
し
て
も
体
育
館
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

安
全
対
策
の
た
め
の
職
員
増
員

や
学
童
ク
ラ
ブ
と
の
利
用
の
兼

ね
合
い
等
の
課
題
を
考
慮
し
な

が
ら
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て

い
く
。

他
に
生
活
保
護
受
給
世
帯
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
、
市
民
自

治
に
基
づ
く
情
報
共
有
と
協
働

の
在
り
方
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

学
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
夏
季
休
暇
中

の
学
校
体
育
館
の
使
用
に
つ
い
て

辻　よし子
（くさしぎ）

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
問
題
に
関
し
て
、

市
の
取
組
は
。

東
京
都
が
定
期
的
に
行
っ
て
い

る
市
内
の
調
査
箇
所
に
お
い
て
、

国
が
定
め
る
暫
定
目
標
値
の
超

過
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
調

査
結
果
等
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
。

都
は
、
都
内
全
域
の
水
質
調
査

を
行
っ
て
い
る
。
本
市
に
お
い

て
は
、
市
内
４
か
所
の
地
下
水

を
調
査
し
て
い
る
が
、
ど
の
地

点
で
の
調
査
な
の
か
、
情
報
提

供
は
さ
れ
て
い
る
か
。

都
が
調
査
を
実
施
し
て
い
る
市

内
の
調
査
地
点
は
把
握
し
て
い
る
。

本
市
が
汚
染
の
水
質
調
査
を
し

て
い
る
最
低
７
か
所
で
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
の
調
査
を
す
る
べ
き
だ
と
思

う
が
、
見
解
は
。

本
市
で
は
、
都
が
実
施
し
た
調

査
の
結
果
、
暫
定
基
準
を
超
過

す
る
値
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
現
時
点
で
は
、
市
独
自

で
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
調
査
を
行
う
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

市
が
独
自
で
調
査
を
実
施
す
る

場
合
、
１
か
所
当
た
り
の
コ
ス

ト
は
。

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
分
析

コ
ス
ト
は
市
の
環
境
調
査
を
行

う
業
者
に
委
託
し
た
場
合
、
１

検
体
お
よ
そ
８
万
円
の
見
積
り

と
な
る
。

他
に
公
共
施
設
の
維
持
・
管
理

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
に
つ
い
て

関口　えり子
（共産党）

市
は
、
既
に
、
物
価
高
騰
に
伴

う
給
食
材
料
費
と
給
食
費
の
差

額
分
を
補
填
す
る
措
置
を
講
じ

て
い
る
が
、
更
な
る
保
護
者
負

担
の
軽
減
策
が
必
要
と
考
え
る
。

市
の
将
来
に
わ
た
る
財
政
状
況

を
踏
ま
え
た
中
で
、
学
校
給
食

費
の
無
償
化
へ
の
取
組
を
伺
う
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、
本

来
、
自
治
体
ご
と
の
政
策
と
し

て
実
施
す
る
も
の
で
は
な
く
、

自
治
体
間
の
格
差
が
生
じ
な
い

よ
う
国
全
体
で
取
り
組
む
べ
き

政
策
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
で

き
得
る
負
担
軽
減
策
を
検
討
し
、

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
無
償
化
に
つ
い
て
、
我
が

会
派
が
要
望
書
を
提
出
し
て
お

り
、
そ
の
想
い
を
実
現
し
よ
う

と
す
る
市
の
決
断
に
敬
意
を
表

す
る
。
無
償
化
に
は
、
条
例
な

ど
の
規
定
の
整
備
が
必
要
で
あ

り
、
財
政
状
況
を
加
味
し
た
制

度
設
計
も
重
要
と
な
る
が
、
無

償
化
の
程
度
や
そ
の
実
施
時
期

な
ど
を
聞
き
た
い
。

無
償
化
の
程
度
は
、
保
護
者
負

担
の
軽
減
に
配
慮
し
つ
つ
、
財

政
状
況
や
将
来
に
わ
た
っ
て
の

負
担
な
ど
を
考
慮
し
た
上
で
、

で
き
得
る
範
囲
で
策
を
講
じ
た

い
。
実
施
時
期
は
、
あ
る
程
度
、

時
間
を
要
す
る
が
、
速
や
か
に

実
施
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

他
に
終
活
支
援
の
取
組
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
へ
の

取
組
に
つ
い
て

浦野　治光
（自民党志清会）

令
和
４
年
６
月
定
例
会
議
の
一

般
質
問
で
防
災
行
政
無
線
の
夜

間
の
火
災
放
送
に
つ
い
て
伺
っ

た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
に
つ
い

て
伺
う
。

当
時
の
答
弁
で
は
今
後
の
取
組

に
つ
い
て
、
放
送
区
域
の
限
定

や
、
屋
外
放
送
に
代
え
て
戸
別

受
信
機
を
利
用
す
る
こ
と
を
視

野
に
入
れ
て
検
討
す
る
と
述
べ

て
い
た
が
、
そ
の
後
は
。

取
組
の
状
況
は
、
火
災
放
送
の

区
域
を
限
定
す
る
方
策
と
し
て
、

出
火
場
所
に
対
応
し
た
消
防
団

の
出
動
範
囲
や
応
援
区
域
の
グ

ル
ー
プ
化
、
遠
隔
操
作
機
器
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
改
修
等
、
見
直
し

を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
戸

別
受
信
機
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

受
信
状
況
を
調
査
し
て
い
る
。

防
災
行
政
無
線
の
火
災
放
送
は

夜
間
に
限
ら
ず
、
多
摩
地
域
で

は
20
市
が
放
送
を
し
て
い
な
い
。

将
来
的
に
は
本
市
に
お
い
て
も

放
送
を
し
な
い
環
境
の
整
備
を

望
む
が
、
消
防
活
動
を
考
慮
し

て
、
早
急
に
区
域
限
定
の
放
送

は
で
き
な
い
か
。

消
防
団
員
へ
の
区
域
限
定
の
放

送
に
つ
い
て
の
周
知
徹
底
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
改
修
に
係
る
予
算
確

保
、
秋
川
消
防
署
担
当
者
へ
の

操
作
方
法
の
研
修
、
市
民
へ
の

周
知
な
ど
が
必
要
と
考
え
る
。

将
来
的
に
放
送
し
な
い
環
境
に

つ
い
て
は
、
夜
間
区
域
限
定
放

送
の
評
価
を
行
い
、
そ
の
後
、

防
災
行
政
無
線
の
運
用
に
つ
い

て
研
究
を
し
て
い
く
。

他
に
職
員
の
勤
務
改
善
と
女
性

の
活
躍
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

村野　栄一
（自民党志清会）
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ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
流
行
当
初
、

急
を
要
す
る
と
し
て
始
ま
り
、

形
を
変
え
な
が
ら
続
け
ら
れ
て

い
る
。
異
例
づ
く
め
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
あ
り
、
今
後
に
、
一

層
の
懸
念
が
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
で
あ
る
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ

Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
作
用
機
序
を
、

市
は
ど
う
理
解
し
て
い
る
か
。

厚
労
省
の
Ｈ
Ｐ
に
示
さ
れ
て
い

る
と
お
り
で
、
ウ
イ
ル
ス
を
構

成
す
る
タ
ン
パ
ク
質
の
遺
伝
情

報
を
投
与
し
、
そ
の
遺
伝
情
報

を
も
と
に
、
体
内
で
ウ
イ
ル
ス

の
タ
ン
パ
ク
質
を
作
り
、
そ
の

タ
ン
パ
ク
質
に
対
す
る
抗
体
が

作
ら
れ
る
こ
と
で
、
免
疫
を
獲

得
す
る
も
の
だ
と
理
解
し
て
い
る
。

レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
は
い
か
が
か
。

現
段
階
に
お
い
て
、
国
か
ら
情

報
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
す
る
。

令
和
６
年
10
月
か
ら
は
、
定
期

接
種
と
な
っ
た
こ
と
で
、
予
防

接
種
健
康
被
害
救
済
制
度
の
対

象
や
内
容
に
変
化
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

対
象
は
定
期
接
種
の
対
象
の
65

歳
以
上
の
人
な
ど
。
内
容
は
医

療
費
、
医
療
手
当
の
支
給
対
象

が
入
院
相
当
の
医
療
に
限
定
さ

れ
、
障
害
年
金
は
、
１
、
２
級

が
減
額
、
３
級
の
区
分
が
な
く

な
り
、
死
亡
の
補
償
に
も
変
更

が
あ
る
。

他
に
本
市
の
財
政
に
お
け
る
新

地
方
公
会
計
の
活
用
状
況
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て

しょうじ さとし
（リメンバー）

令
和
５
年
度
決
算
に
基
づ
く
、

実
質
公
債
費
比
率
は
4.4
％
、
将

来
負
担
比
率
は
14
・
１
％
、
財

政
力
指
数
は
0
・
6
8
9
及
び

経
常
収
支
比
率
は
98
・
８
％
で

あ
る
が
、
多
摩
26
市
中
何
番
目

か
。
ま
た
、
こ
の
４
指
標
の
今

後
の
改
善
策
は
。

実
質
公
債
費
比
率
が
26
番
目
、

財
政
力
指
数
が
25
番
目
、
将
来

負
担
比
率
及
び
経
常
収
支
比
率

が
24
番
目
。
引
き
続
き
市
債
の

新
規
発
行
の
抑
制
や
交
付
税
算

入
の
あ
る
地
方
債
の
活
用
等
、

適
切
な
発
行
管
理
に
努
め
る
。

令
和
５
年
度
末
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
及

び
一
部
事
務
組
合
を
含
め
た
市

債
等
の
元
金
及
び
利
子
の
残
高

は
。
ま
た
、
市
民
一
人
当
た
り

に
す
る
と
い
く
ら
か
。

元
金
が
約
4
4
8
億
5
0
8
1

万
円
、
利
子
が
約
19
億
6
8
4
8

万
円
、
合
計
で
約
4
6
8
億

1
9
2
9
万
円
。
市
民
一
人
当

た
り
、
元
金
は
約
56
万
５
千
円
、

元
金
と
利
子
の
合
計
は
約
58
万

９
千
円
と
な
る
。

臨
時
財
政
対
策
債
の
令
和
５
年

度
末
の
元
金
及
び
利
子
を
含
む

残
高
は
1
3
2
億
4
5
0
6
万

4
千
円
で
あ
る
が
、
今
後
も
満

額
の
発
行
を
続
け
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
発
行
可
能
額
の
満
額

を
発
行
し
て
き
た
。
今
後
も
こ

の
基
本
的
な
考
え
方
を
踏
襲
し

て
い
く
。
国
に
よ
る
発
行
抑
制

の
取
組
が
急
速
に
進
ん
で
い
る

た
め
、
慎
重
に
制
度
の
動
向
を

注
視
し
、
予
算
編
成
の
状
況
等

を
踏
ま
え
適
切
に
対
応
す
る
。

財
政
状
況
に
つ
い
て

清水　晃
（明るい未来）

医
療
的
ケ
ア
児
の
一
時
預
か
り

を
保
育
園
等
で
実
施
で
き
な
い

の
か
。

職
員
体
制
と
既
存
設
備
を
変
え

ず
に
実
施
す
る
事
業
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
は
受
入
れ
が
難

し
い
。
事
業
者
に
意
見
を
聞
き
、

他
自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
調

査
・
研
究
を
進
め
る
。

現
在
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
受
入

れ
や
、
何
か
し
ら
の
形
で
の
受

入
れ
を
実
施
し
て
い
る
保
育
所

や
幼
稚
園
は
何
園
あ
る
か
。

医
療
的
ケ
ア
児
の
入
所
を
行
っ

て
い
る
施
設
は
、
保
育
所
の
１

施
設
。
こ
の
施
設
は
、
未
就
園

児
の
定
期
的
な
預
か
り
事
業
で
、

医
療
的
ケ
ア
児
を
１
人
受
け
入

れ
て
い
る
。

事
業
者
と
意
見
交
換
や
医
療
的

ケ
ア
児
の
一
時
預
か
り
に
つ
い

て
話
し
合
い
等
を
進
め
て
い
る

の
か
。

ま
だ
行
っ
て
い
な
い
。
医
療
的

ケ
ア
児
を
受
け
入
れ
て
い
る
施

設
は
、
相
談
で
き
る
と
考
え
る
。

現
在
の
委
託
契
約
は
、
医
療
的

ケ
ア
児
の
一
時
預
か
り
を
想
定

し
て
な
い
。
実
施
に
当
た
り
、

事
業
者
と
費
用
等
の
調
整
や
契

約
内
容
の
見
直
し
等
の
話
合
い

の
必
要
が
あ
る
。

医
療
的
ケ
ア
児
に
つ
い
て

中村のりひと
（明るい未来）

無
償
化
を
と
定
例
会
議
で
求
め

て
き
た
が
、
残
念
な
が
ら
良
い

答
え
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ

ん
な
中
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

を
共
同
で
運
営
す
る
予
定
の
日

の
出
町
が
、
今
年
度
の
10
月
よ

り
無
償
化
を
実
施
す
る
と
発
表

し
た
。
保
護
者
負
担
軽
減
と
教

育
に
係
る
費
用
は
無
償
と
い
う

観
点
か
ら
、
改
め
て
本
市
で
の

小
・
中
学
校
給
食
費
の
無
償
化

を
要
望
す
る
が
、
市
の
見
解
は
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、
本

来
、
自
治
体
ご
と
の
政
策
で
実

施
す
る
も
の
で
は
な
く
、
自
治

体
間
の
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う

国
全
体
で
取
り
組
む
政
策
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
が
、
で
き
得

る
負
担
軽
減
策
を
検
討
し
、
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

日
の
出
町
の
よ
う
に
年
度
内
実

施
、
無
理
な
ら
ば
来
年
度
の
当

初
予
算
に
計
上
で
き
な
い
か
。

負
担
軽
減
策
の
内
容
は
、
市
の

財
政
状
況
や
将
来
的
な
負
担
を

踏
ま
え
て
検
討
し
、
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

市
長
会
で
国
に
要
求
を
と
3
月

定
例
会
議
で
要
望
し
た
が
、
そ

の
回
答
は
。

東
京
都
市
長
会
及
び
東
京
都
市

教
育
長
会
を
介
し
て
、
都
か
ら

国
へ
働
き
か
け
る
よ
う
に
要
望

し
て
い
る
。
都
か
ら
国
に
対
し

て
要
望
し
て
い
る
旨
の
回
答
は

あ
る
が
、国
か
ら
の
回
答
は
な
い
。

他
に
秋
川
高
校
跡
地
及
び
秋
川

高
校
跡
地
周
辺
地
区
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

小
・
中
学
校
の
給
食
費
無
償

化
に
つ
い
て

松本　ゆき子
（共産党）
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本
市
の
ご
み
問
題
の
現
在
と
未

来
に
つ
い
て
伺
う
。

ご
み
の
排
出
量
と
そ
の
処
分
に

係
る
費
用
の
推
移
と
今
後
の
予

測
は
。

令
和
３
年
度
以
降
、
排
出
量
は

約
９
・
６
％
減
少
、
処
分
費
は

約
７
・
６
％
増
加
し
て
い
る
。

今
後
、
人
口
減
少
と
資
源
循
環

型
社
会
の
進
展
で
排
出
量
は
減

少
す
る
が
、
処
分
費
は
収
集
処

理
コ
ス
ト
の
固
定
化
と
人
件
費

の
高
騰
で
増
加
す
る
と
予
測
。

環
境
負
荷
の
低
減
と
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
は
。

ご
み
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
に

対
す
る
市
民
の
意
識
を
向
上
さ

せ
、
協
力
を
促
す
こ
と
が
不
可

欠
。
そ
の
た
め
、
情
報
誌
の
発

行
や
生
ゴ
ミ
堆
肥
化
講
習
会
、

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
、
一
斉
清
掃

等
を
継
続
す
る
。

ご
み
収
集
に
お
け
る
課
題
と
今

後
の
展
望
は
。

ご
み
の
排
出
量
は
減
少
し
て
い

る
が
、
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
の
目
標
値
に
は
達
し
て
い

な
い
。
市
民
意
識
向
上
の
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天野　正昭
（自民党志清会）

あきる野市議会活動レポート
西多摩地区議長会議員研修会

広報広聴委員会

秋川南岸道路要望活動

下水道要望活動

10月２日に西多摩地区議長会議員研修会がひ
のでグリーンプラザ（日の出町）で開催され、議
員が参加しました。井

いの
上
うえ

 源
もと

三
み

氏（一般財団法人　
地方自治研究機構）を講師に招き、「ハラスメン
トの防止・根絶」をテーマに研修を行いました。

広報広聴委員会委員が新しくなりました。これ
から２年間、このメンバーで「ギカイの時間」を
編集します。よろしくお願いします。

（前列左より）
辻よし子、原田ひろこ、天野正昭、関口えり子

（後列左より）
ひはら省吾、窪島成一、中村のりひと

あきる野市と檜原村の議会で組織する秋川南
岸道路建設促進協議会は、８月28日に東京都
西多摩建設事務所及び東京都建設局を訪れ、
建設促進のための要望書を提出しました。

あきる野市、日の出町、檜原村の議会で組織す
る秋川流域市町村下水道建設促進協議会は、
８月９日に東京都総務局及び下水道局を訪れ、
多摩川流域下水道秋川処理区の事業について
の要望書を提出しました。

議案等
番号 件　名 議決

結果

自由民主党
志清会

（11人）
※１

公明党
（3 人）

日本共産党
あきる野
市議団

（3 人）

明るい未来
を創る会
（2 人）

くさしぎ
（1 人）

リメンバー
（1 人）

議案　５０ あきる野市一般職の任期付職員の採用及び給
与の特例に関する条例 可決 ○ ○ × ○ × ×

議案　５６
あきる野市会計年度任用職員の報酬、費用弁
償及び期末手当に関する条例の一部を改正す
る条例

可決 ○ ○ ○ ○ × ○

議案　６７ 令和６年度あきる野市一般会計補正予算
（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ × ×

陳情　6-5 民間建築物に係る石綿（アスベスト）等含有
調査への助成制度を求める陳情書 不採択 × × ○ ○ ○ ○

陳情　6-6 マイナ保険証と現行の健康保険証の両立を図
るよう国への意見書提出を求める陳情書 不採択 × × ○ ○ ○ ○

陳情　6-7 あきる野市小中学校の給食費の無償化を求め
る陳情 不採択 × ○ ○ ○ × ○

議員提出 
議案　6-3

在日米軍人・軍属による事件・事故の発生時
における地元自治体への周知徹底を求める意
見書

否決 × × ○ × ○ ○

主な議案等に対する会派の賛否一覧

○：賛成　　×：反対※１　議長は賛否に加わらない。

23 ギカイの時間 ギカイの時間 22 


